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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月～平成30年６月）におけるわが国経済は、政府・日

銀による継続的な経済対策や金融政策を背景に、企業収益や雇用情勢の改善が進み、景気は緩や

かな回復基調を辿りました。しかしながら、保護貿易主義の台頭による貿易摩擦や中東及びアジ

ア地域における地政学的リスクの影響が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状

況が続いております。

当社グループの関連する建築業界におきましては、政府建設投資や設備投資が緩やかな増加傾

向にありますが、民間住宅投資や非住宅投資が弱含んでいることなどから、足元の需要は総じて

低調な状況で推移いたしました。

こうした経営環境の中で当社グループは、最終年度となる中期３ヵ年経営計画の実現を図るべ

く、グループ全社の総力を結集して、これまで取り組んできた成長戦略商品の拡販をはじめ、設

計指定活動の強化及び生産効率の最適化に一層注力し、収益性の改革を推し進めてまいりまし

た。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、アルミ建材の売上高が低調に推

移したものの、軽量壁天井下地と床システムが伸長したことにより、全体の売上高は4,779百万円

（前年同期比0.6％増）となりました。また、利益面におきましては原材料価格の高騰を背景に利

益率の低下を余儀なくされましたが、販管費の削減効果によって営業損失は326百万円（前年同期

営業損失329百万円）、経常損失においては283百万円（前年同期経常損失297百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純損失は292百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失245百万

円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 三洋工業

主力製品群である軽量壁天井下地につきましては、ビルや商業施設用の一般製品が厳しい市況

環境の中で苦戦を強いられましたが、戸建住宅用製品においてはこれまでの提案力ときめ細か

なサービス体制が評価され受注量が伸長したことから、軽量壁天井下地全体の売上高は増加と

なりました。

また、床システムにつきましては、環境配慮型のデッキフロアが低調であったものの、マンシ

ョンなど集合住宅用の遮音二重床製品をはじめ、スチール製ＯＡフロアやオフィス用置敷式Ｏ

Ａフロアなどが好調に推移したことから、床システム全体の売上高は増加となりました。

アルミ建材につきましては、エキスパンション・ジョイントカバーや手摺、ルーバーなどの受

注量が伸長しましたが、主力製品であるアルミ笠木や、外装パネル及びスパンドレルなどが落

ち込んだことから、アルミ建材全体の売上高は減少となりました。

この結果、売上高は4,142百万円（前年同期比1.5％増）、セグメント損失238百万円（前年同

期セグメント損失218百万円）となりました。
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② システム子会社

当社の子会社であるシステム会社（株式会社三洋工業九州システムほか）におきましては、床

関連製品を中心に積極的な設計指定活動を通じて物件の獲得に注力してまいりましたが、低調

な需要動向を背景に、受注量が伸び悩んだことから、システム会社全体の売上高は687百万円

（前年同期比6.1％減）、セグメント損失は117百万円（前年同期セグメント損失128百万円）と

なりました。

③ その他

その他につきましては、売上高167百万円（前年同期比22.1％増）、セグメント損失17百万円

（前年同期セグメント損失22百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、主に受取手形及び売掛金が減少したことにより、

前連結会計年度末に比べ1,854百万円減少し、22,177百万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が減少したことにより、前連結会計年度末に比

べ1,481百万円減少し、8,257百万円となりました。

純資産は、主に配当金の支払や当第１四半期連結累計期間が親会社株主に帰属する四半期純損

失となったことにより、前連結会計年度末に比べ373百万円減少し、純資産合計は13,920百万円と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成30年５月10日発表の数値に

変更はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年07月27日 11時56分 3ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



三洋工業株式会社(5958) 平成31年３月期 第１四半期決算短信

-4-

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,054 4,563

受取手形及び売掛金 10,066 7,241

商品及び製品 1,985 2,432

仕掛品 125 135

原材料及び貯蔵品 691 722

その他 60 84

貸倒引当金 △63 △58

流動資産合計 16,920 15,121

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,857 1,828

機械装置及び運搬具（純額） 568 603

土地 2,133 2,133

その他（純額） 452 383

有形固定資産合計 5,011 4,949

無形固定資産

ソフトウエア 460 430

その他 25 25

無形固定資産合計 486 456

投資その他の資産

投資有価証券 682 702

繰延税金資産 102 126

その他 890 873

貸倒引当金 △61 △52

投資その他の資産合計 1,613 1,650

固定資産合計 7,111 7,056

資産合計 24,032 22,177
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,101 5,681

短期借入金 274 674

未払法人税等 254 4

賞与引当金 358 152

役員賞与引当金 24 6

その他 1,088 1,162

流動負債合計 9,101 7,681

固定負債

長期借入金 22 20

退職給付に係る負債 170 103

その他 443 452

固定負債合計 636 575

負債合計 9,738 8,257

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,168 1,168

利益剰余金 11,269 10,874

自己株式 △205 △205

株主資本合計 13,992 13,597

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 284 298

退職給付に係る調整累計額 16 24

その他の包括利益累計額合計 300 322

純資産合計 14,293 13,920

負債純資産合計 24,032 22,177
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 4,752 4,779

売上原価 3,455 3,532

売上総利益 1,296 1,247

販売費及び一般管理費 1,626 1,573

営業損失（△） △329 △326

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 7 8

受取賃貸料 26 27

売電収入 12 11

その他 6 12

営業外収益合計 53 60

営業外費用

支払利息 0 0

不動産賃貸費用 9 9

売電費用 7 6

その他 4 1

営業外費用合計 21 17

経常損失（△） △297 △283

特別損失

固定資産除却損 4 1

特別損失合計 4 1

税金等調整前四半期純損失（△） △301 △285

法人税等 △56 6

四半期純損失（△） △245 △292

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △245 △292
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △245 △292

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26 14

退職給付に係る調整額 18 7

その他の包括利益合計 45 21

四半期包括利益 △200 △270

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △200 △270

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて記載しており

ます。

　

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16

日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の

資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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